
インプリ 　　　　　　　局麻下胸腔鏡検査クリニカルパス（患者用）

胸腔鏡検査を受ける（　　　　　　　　　　　）様へ                 主治医＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

  入院～検査前日(  /   )まで   当日（　　/    ）検査前 　　　　当日（　　/   ）検査後 　　　翌日～チューブ抜去～抜糸まで

（病棟） ・帰室後・帰室後に検温を行ないます。 ・胸部レントゲンで問題がなければチューブを抜去
・検査室に呼ばれたら、検査着に着替えます。 ・検査後は発熱予防の為抗生剤の点滴が始まります。 　します。
　　⇒看護師が準備します ・検査後は胸にチューブ(チェストドレーンチューブ）が入り、 ・胸のチューブが抜けるまで1日1回、チューブ

　処　置 ・医師から指示があれば点滴を行います。  吸引を持続的に行なう事があります。 　挿入部のガーゼ交換を行ないます。
・検査室へ行く前に排尿を済ませて下さい。 　　（持続的吸引時の注意点はその他を参照して下さい。） ・胸のチューブ抜去後、抜糸まではチューブ
・検査に呼ばれたら検温を行い、看護師と一緒に検査室 ・麻酔が切れると胸のチューブ挿入部の痛みが出る事があります。 　抜去部の状態を見る為に引き続きガーゼ交換を
　に移動します。 　我慢せず看護師にお知らせ下さい。 　行ないます。

・約１週間後、問題がなければ主治医によって創部の
（検査室） 　抜糸を行ないます。
・検査前に痛みを和らげる注射を行ないます。

　
・採血を行ないます。

　検　査 ・出血凝固検査を行ないます。 ・胸部レントゲン撮影・採血検査を定期的
・心電図検査を行ないます。 　に行ないます。
・胸部レントゲン撮影を行い
　ます。

・基本的に自由です。 ・検査出棟まで自由です。 ・検査終了後は看護師と車椅子で帰室します。 ・トイレ歩行は可能ですが随時、看護師
　安静度 　　⇒医師の指示に従って ・検査終了後は医師の指示に従って 　にお知らせ下さい。

　　　　下さい。 　下さい。
・検査終了後２時間はベッド上安静となります。

・制限はありません。 ・朝食を8時までに半量摂取し、その後は絶飲食 ・安静解除後（検査２時間後）夕食より開始となります。 ・制限はありません。
　食　事 　となります。

・入浴又はシャワー浴可 ・胸のチューブが抜けるまでは看護師が清拭（タオルで体を拭く） ・清拭
　清　潔 　　⇒可能であれば入浴・シャワー 　やシャンプーを行なう事になります。 ・胸のチューブを抜いた翌日よりシャワーが可能です。

　　　を行なってください。 　シャワー時は傷口に防水テープを貼ります。
・抜糸翌日より入浴が可能です。

・検査について医師から説明が ・検査時はマニュキア・めがね・入れ歯・時計・ ・トイレや検査に移動する時は胸のﾁｭｰﾌﾞ管理を看護師が
　あります。 　ピアス・コンタクトレンズははずして下さい。 　行ないますので必ず呼んで下さい。

　その他 ・検査に同意すれば、検査同意書に ・胸のチューブとバッグは胸より高い位置に上げたり、
　サインをお願いします。 　移動時にバッグを倒さないで下さい。胸から出た胸水が

　逆流すると感染症を起こす場合があります。
　また、移動時や体を動かす時のチューブの屈曲や抜去に
　注意してください。
・体調に変化があれば遠慮せず看護師にお知らせ下さい。
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